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部部門門 氏氏名名 研研究究分分野野 キキーーワワーードド 頁頁

素素
材材
・・
加加
工工
部部
門門

村中貴幸 機械工学科 板成形，焼付き，チタン 130

山田健太郎 教育研究支援センター 機械設計，機械加工 131

山本裕之 一般科目教室（自然科学系） セルロース，紙，構造，ナノファイバー 132

山脇夢彦 物質工学科 反応有機化学，有機合成化学，有機光化学，ファインケミカル 133

計計
測測
・・
制制
御御
部部
門門

青木宏樹 一般科目教室（自然科学系） 体力測定，子ども，運動遊び 137

伊勢大成 機械工学科 インテリジェントタイヤ，パラメータ設計，機能性評価 138

金田直人 機械工学科 機構設計，繊維機械，画像処理，シーケンス制御 139

亀山建太郎 機械工学科 制御，モデリング，システム同定，信号処理，移動ロボット，農工連携 140

北川浩和 教育研究支援センター
機械加工，汎用工作機械，エンジン分解組立て、電子工事，電気工作，組込み型

マイコン
141

北野公崇 教育研究支援センター 光ファイバ変位計, ３次元特性, 等方性 142

小松貴大 （情報・通信部門参照） 106

佐藤 匡 電気電子工学科 予見制御，スライディングモード制御，入力制限問題 143

千徳英介 機械工学科 温度計測，切削抵抗，工具磨耗，レーザフォーミング 144

西 仁司 電子情報工学科 信号解析，画像解析，ものづくり 145

林田剛一 教育研究支援センター 複合現実，機械設計，仮撚加工，シーケンス制御，空圧機器 146

村田知也 電子情報工学科 AI，ディープラーニング，プログラミング，教材開発，ゲーム 147

米田知晃 電気電子工学科 イオンビーム，放射線，センサ，回路設計 148
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所所属属部部門門  地地域域・・文文化化  環環境境・・生生態態  エエネネルルギギーー 安安全全・・防防災災  情情報報・・通通信信  素素材材・・加加工工  計計測測・・制制御御  

機機  械械  

工工学学科科  

藤田克志 

○芳賀正和

加藤寛敬 

村中貴幸 

高橋 奨 

◎亀山建太郎

千徳英介

金田直人

伊勢大成

電電気気電電子子  

工工学学科科  

山本幸男 

秋山 肇 

丸山晃生 

堀川隼世 

荒川正和 

松浦 徹 

西城理志 

佐藤 匡 

米田知晃 

電電子子情情報報  

工工学学科科  

◎高久有一 斉藤 徹 

青山義弘 

波多浩昭 

◎小越咲子

川上由紀

小松貴大

西 仁司 

○村田知也

小松貴大

物物  質質  

工工学学科科  

髙山勝己 

松野敏英 

◎後反克典

川村敏之

○坂元知里

上島晃智

○佐々和洋 ○常光幸美

松井栄樹

◎西野純一

古谷昌大

山脇夢彦

環環境境都都市市  

工工学学科科  

奥村充司 奥村充司 吉田雅穂 

辻子裕二 

野々村善民 

辻野和彦 

○田安正茂

◎樋口直也

大和裕也

芹川由布子

蓑輪圭祐

蓑輪圭祐 

一一般般科科目目  

（（自自然然系系））  

長水壽寛 

柳原祐治 

井之上和代 

山田哲也 

中谷実伸 

相場大佑 

土田 怜 

◎長谷川智晴

挽野真一

古谷峻熙

東 章弘

松井一洋

岡本拓夫 長谷川智晴 

山本裕之 

青木宏樹 

一一般般科科目目  

（（人人文文系系））  

市村葉子 

門屋飛央 

池田彩音 

佐藤勇一 

○川畑弥生

木村美幸

森  貞

原口 治

宮本友紀

藤田卓郎

Pauline Anne Therese 

M. Mangulabnan

教教育育研研究究  

支支援援ｾｾﾝﾝﾀﾀｰー  

白﨑恭子 小木曽晴信 

廣部まどか 

舟洞久人 

片岡裕一 

白﨑恭子 清水幹郎 

中村孝史 

内藤岳史 

北川浩和 

堀井直宏 

藤田祐介 

山田健太郎 

久保杏奈 

北川浩和 

北野公崇 

林田剛一 

◎部門長，○副部門長
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  

・・敏敏捷捷性性，，平平衡衡性性をを評評価価すするる新新規規テテスストトのの開開発発  

・・幼幼児児期期，，児児童童期期及及びび青青年年期期のの体体力力((敏敏捷捷性性ややパパワワーー))にに関関すするる研研究究  

・・野野球球選選手手ののパパフフォォーーママンンススにに関関すするる研研究究  

・・小小学学校校のの体体育育授授業業にに関関すするる研研究究  

・・中中学学生生やや高高校校生生のの体体育育授授業業にに関関すするる研研究究  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

測定と評価 

 

氏氏名名：：      青青木木宏宏樹樹／／AAOOKKII  HHiirrookkii  EE--mmaaiill：：  aaookkii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（学学術術））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本体体育育学学会会，，日日本本体体力力医医学学会会，，日日本本教教育育医医学学会会，，日日本本教教科科教教育育

学学会会  

キキーーワワーードド：：  体体力力測測定定，，子子どどもも，，運運動動遊遊びび  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  
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研研究究内内容容：：    

  

  

  

【【NNCC 旋旋盤盤のの熱熱変変形形補補正正シシスステテムムのの開開発発】】  

工工作作機機械械のの熱熱変変形形対対策策ののたためめ，，少少数数箇箇所所のの温温度度測測

定定値値かからら熱熱変変形形をを予予測測しし，，熱熱変変形形誤誤差差をを補補正正すするる方方法法

ににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。  

様様々々なな条条件件にに対対応応可可能能なな熱熱変変形形補補正正シシスステテムムをを，，経経

験験にによよららずず，，低低ココスストトでで迅迅速速にに構構築築可可能能ととすするるたためめにに，，

熱熱変変形形解解析析，，実実験験計計画画をを利利用用ししたた少少数数回回のの試試験験にによよっっ

てて熱熱変変形形予予測測式式をを導導出出すするる手手法法のの開開発発をを目目指指ししてていいまま

すす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【自自律律移移動動ロロボボッットトのの品品質質工工学学にによよるる評評価価】】  

  ロロボボッットト掃掃除除機機にに代代表表さされれるる自自律律移移動動ロロボボッットトがが普普及及

ししつつつつあありりまますすがが，，そそのの性性能能ににつついいてて定定量量的的なな指指標標がが

ななくく，，購購入入時時にに適適切切にに比比較較・・判判断断ががででききまませせんん。。ままたた，，

人人ががいいなないい状状態態でで想想定定外外のの動動作作ををししてて事事故故ににつつななががるる

危危険険ももあありりまますす。。  

本本テテーーママでではは，，品品質質工工学学をを活活用用しし，，実実際際のの使使用用条条件件をを

実実験験条条件件にに取取りり入入れれたた機機能能性性評評価価をを行行いい，，自自律律移移動動ロロ

ボボッットトののロロババスストト性性をを定定量量化化すするるたためめのの評評価価方方法法をを検検

討討ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

①温度場解析

仮想の発熱を与え複数
箇所の温度変化を推定、
傾向の近い箇所から
代表箇所を決定

②切削模擬試験

③実切削試験
切削油の有無などによる
実験定数の調整と精度確認

all pair法に
よる小数回で
網羅性の高い
実験計画

発熱源

測定
箇所

最適な組合せ
を自動選択

複数条件で
温度・熱変
形量を測定

∆𝑇𝑇1，∆𝑇𝑇2, … 𝐶𝐶 = 𝑎𝑎𝑥𝑥∆𝑇𝑇𝑥𝑥
     +𝑎𝑎𝑦𝑦∆𝑇𝑇𝑦𝑦 + ⋯

熱変形量予測式温度変化

-4
-2
0
2
4
6
8

0 250 500

変変
位位
[μ
m
]

時時間間[min]

推推定定値値

実実測測値値

補補正正値値

実実験験
番番号号

因因子子

A
因因子子

B
因因子子

C
因因子子

D
1 A2 B3 C1 D1
2 A1 B2 C3 D2
3 A1 B1 C4 D1
4 A2 B1 C2 D2
5 A2 B2 C2 D1
6 A1 B2 C1 D2
7 A2 B1 C3 D1
8 A1 B3 C2 D2
9 A1 B3 C3 D2

10 A2 B2 C4 D2
11 A2 B3 C4 D2
12 A1 B1 C1 D2

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 

 
 

 

研研究究タタイイトトルル：：  

NNCC 旋旋盤盤のの熱熱変変形形補補正正シシスステテムムのの開開発発 

 

氏氏名名：：      伊伊勢勢  大大成成／／IISSEE  TTaaiisseeii  EE--mmaaiill：：  tt--iissee@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，品品質質工工学学会会，，北北陸陸品品質質工工学学研研究究会会  

キキーーワワーードド：：  イインンテテリリジジェェンントトタタイイヤヤ，，パパララメメーータタ設設計計，，機機能能性性評評価価  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・品品質質工工学学をを活活用用ししたた効効率率的的なな実実験験計計画画のの立立案案おおよよびび統統計計的的処処理理にによよるる結結果果分分析析  

・・品品質質工工学学にに関関すするる技技術術相相談談，，生生産産工工程程のの分分析析・・改改善善  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

万万能能試試験験機機  ・・  AAGGSS--5500NNXX  （（島島津津製製作作所所））  熱熱画画像像カカメメララ  ・・  CCPPAA--TT554400SS  （（チチノノーー））  

高高速速度度カカメメララ  ・・  FFAASSTTCCAAMM  MMiinnii  UUXX5500  （（フフォォトトロロンン））    FFFFTT アアナナラライイザザ・・DDTT99883377BB  （（DDaattaa  TTrraannssllaattiioonn））  

ハハイイススピピーードドママイイククロロススココーーププ  ・・  VVWW--99000000  （（キキーーエエンンスス））    PPLLCC  ・・  NNJJ330011--11110000  （（オオムムロロンン）），，KKVV--88000000  （（キキーーエエンンスス））  

  レレーーザザ変変位位セセンンササ  ・・  IIXX--336600  ((キキーーエエンンスス))    画画像像セセンンササ  ・・  FFHH--11005500--1100  （（オオムムロロンン））  

  張張力力計計  ・・  EETTPPXX--550000  （（SSCCHHMMIIDDTT））    メメモモリリハハイイココーーダダ  ・・  MMRR88888800  （（日日置置電電機機））  

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 

研研究究内内容容：：    
  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

繊維機械における加工メカニズムに関する研究 

 

氏氏名名：：      金金田田直直人人／／KKAANNEEDDAA  NNaaoottoo  EE--mmaaiill：：  kkaanneeddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，日日本本繊繊維維機機械械学学会会  

キキーーワワーードド：：  機機構構設設計計，，繊繊維維機機械械，，画画像像処処理理，，シシーーケケンンスス制制御御  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

・ 仮仮撚撚加加工工糸糸のの加加工工メメカカニニズズムムにに関関すするる研研究究  〜〜実実験験・・シシミミュュレレーーシショョンン〜〜  

・ フフィィララメメンントト糸糸ののモモデデリリンンググ  〜〜シシミミュュレレーーシショョンン〜〜  

・ シシーーケケンンスス制制御御をを用用いいたた生生産産技技術術のの改改善善  〜〜実実験験〜〜  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

本本テテーーママでではは，，水水田田ででのの利利用用をを主主眼眼にに置置いいたた小小型型ロロボボッットトをを題題材材ととししてて，，フフィィーールルドドロロボボッットトのの研研究究開開発発をを行行っってて

いいまますす。。  

研研究究のの目目的的はは，，走走行行がが困困難難ななフフィィーールルドドににおおいいてて，，自自律律／／半半自自律律走走行行ををササポポーートトすするるハハーードドウウェェアア・・ソソフフトトウウェェ

アア，，おおよよびび，，基基礎礎技技術術をを開開発発すするるここととでですす．．  

ハハーードドウウェェアアととししててはは，，水水田田圃圃場場内内ののよよううなな軟軟弱弱地地盤盤ににおおいいてて，，座座礁礁せせずず安安定定走走行行がが可可能能なな走走行行体体のの開開発発をを行行

っってていいまますす．．  

ソソフフトトウウェェアアととししててはは，，信信号号検検出出・・状状態態推推定定理理論論（（カカルルママンンフフィィルルタターーななどど））にに基基づづくく障障害害物物へへのの衝衝突突検検出出・・回回避避方方

法法ななどどののササポポーートトアアルルゴゴリリズズムムのの開開発発をを行行っってていいまますす．．  

ままたた，，農農業業ににおおけけるるロロボボッットト・・セセンンササななどどのの利利用用ににもも関関心心をを持持っってておおりり，，農農業業用用小小型型ロロボボッットトのの応応用用例例ににつついいててもも

研研究究をを行行っってていいまますす．．具具体体的的ににはは，，本本ロロボボッットトにによよるるチチェェーーンン除除草草やや，，拡拡張張ユユニニッットトにによよるる多多目目的的化化，，施施肥肥量量最最適適化化

ののたためめのの環環境境計計測測（（ppHH，，EECC））ななどどににつついいてて試試行行ししてていいまますす．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

水田用小型ロボットの研究開発 

 

氏氏名名：：      
亀亀 山山 建建 太太 郎郎 ／／ KKAAMMEEYYAAMMAA  

KKeennttaarroo    
EE--mmaaiill：：  kk__kkaammee@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  計計測測自自動動制制御御学学会会，，機機械械学学会会，，農農業業食食料料工工学学会会ほほかか  

キキーーワワーードド：：  制制御御，，モモデデリリンンググ，，シシスステテムム同同定定，，信信号号処処理理，，移移動動ロロボボッットト，，農農工工連連携携  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・機機械械シシスステテムムのの計計測測・・制制御御（（モモデデルル化化，，状状態態推推定定，，制制御御，，信信号号処処理理ななどど））  

・・小小型型ロロボボッットトのの研研究究開開発発  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

旋旋盤盤  フフラライイスス盤盤  

ボボーールル盤盤  シシャャーーリリンンググ  

ココンンタターーママシシンン  ババイイスス  

ココンンププレレッッササーー  直直流流電電源源装装置置  

オオシシロロススココーーププ他他  電電気気測測定定機機器器    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

【【機機械械加加工工，，実実技技指指導導】】  

機機械械実実習習初初心心者者ににもも安安全全でで分分かかりりややすすいい，，座座学学ややテテキキスストトでではは学学習習ででききなないい経経験験的的知知識識（（暗暗黙黙知知））のの習習得得にに重重

点点をを置置いいたた実実技技指指導導をを行行っってていいるる。。  

同同時時にに機機械械切切削削加加工工ででのの各各種種測測定定工工具具等等のの実実用用使使用用法法，，取取扱扱法法のの指指導導をを行行っってていいるる。。  

ままたた，，各各種種工工作作機機械械をを利利用用しし実実験験装装置置，，実実習習補補助助具具等等のの製製作作もも行行っってていいるる。。      

【【弱弱電電工工事事,,  知知能能機機械械，，ロロボボッットト】】  

機機械械をを動動かかすすたためめのの電電気気複複合合技技術術。。組組込込みみ型型ママイイココンン，，ププロロググララミミンンググをを含含むむ電電子子工工作作かからら，，軽軽微微なな低低圧圧電電気気

工工事事ままででのの機機械械電電気気制制御御のの技技術術指指導導をを行行っってていいるる。。  

ププロロググララムム学学習習用用ロロボボッットトのの開開発発でではは，，部部品品加加工工，，電電子子回回路路設設計計，，ププリリンントト基基板板設設計計，，組組みみ立立ててままでで電電気気，，機機械械

総総合合的的なな製製作作をを行行うう。。  

【【エエココラランン技技術術指指導導】】  

各各種種エエココラランン競競技技車車両両のの設設計計・・製製作作、、研研究究支支援援依依頼頼製製作作等等をを行行っってていいるる。。  

  

                  

      

        

        

        

        

        

        

        

  

                                                              

        

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

暗黙知の習得に重点をおいた機械工作実習 

 

氏氏名名：：      北北川川  浩浩和和／／KKIITTAADDAAWWAA  HHiirrookkaazzuu  EE--mmaaiill：：  
kkiittaaggaawwaa@@ffuukkuuii..kkoosseenn--

aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術長長  学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  機機械械加加工工，，汎汎用用工工作作機機械械，，エエンンジジンン分分解解組組立立てて、、電電子子工工事事，，電電気気工工作作，，組組込込みみ型型ママイイココンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・機機械械実実習習工工場場にに設設置置さされれてていいるる汎汎用用，，ＮＮＣＣ旋旋盤盤，，工工作作機機械械をを利利用用ししたた各各種種機機械械加加工工，，実実験験

装装置置製製作作。。  

・・実実用用電電子子回回路路設設計計，，ププリリンントト基基板板製製作作，，電電子子工工作作かからら軽軽微微なな弱弱電電工工事事ままででのの実実用用作作業業。。  

  

 

─141─



  

- 142 - 
 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

  

【【光光フファァイイババをを応応用用ししたた等等方方的的３３次次元元特特性性ををももつつ変変位位計計】】  

光光フファァイイババ変変位位計計３３組組をを応応用用しし，，球球にに対対すするる XXYYZZ 方方向向((３３次次元元))感感度度がが等等方方的的なな変変位位セセンンササをを開開発発ししまますす。。現現在在，，幾幾

何何光光学学にに基基づづくくシシミミュュレレーーシショョンンにによよりり，，光光学学変変位位セセンンササのの特特性性をを研研究究ししてていいまますす（（図図１１））。。高高感感度度かかつつ等等方方的的３３次次

元元特特性性ををももつつ光光学学変変位位セセンンササのの実実現現にによよりり，，方方向向依依存存のの測測定定誤誤差差ををナナノノメメーートトルルオオーーダダーーままでで小小ささくくででききるる可可能能性性

ががあありりまますす。。応応用用例例ととししてて，，三三次次元元座座標標測測定定機機ののタタッッチチププロローーブブのの研研究究をを行行っっててききままししたた（（図図 22））。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

図図 11..  反反射射光光線線のの幾幾何何光光学学的的なな導導出出                              図図 22..  33DD タタッッチチププロローーブブ（（応応用用例例））  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

光光フファァイイババをを応応用用ししたた等等方方的的３３次次元元特特性性ををももつつ変変位位計計にに関関すするる研研究究  

 

氏氏名名：：      北北野野  公公崇崇／／KKIITTAANNOO  KKiimmiittaakkaa  EE--mmaaiill：：  kkiittaannoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術職職員員  学学位位：：  修修士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  精精密密工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  光光フファァイイババ変変位位計計,,  ３３次次元元特特性性,,  等等方方性性  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・光光フファァイイババ変変位位計計のの高高感感度度化化・・設設計計・・試試作作  

・・各各測測定定対対象象形形状状にに対対すするる光光フファァイイババ変変位位計計のの特特性性シシミミュュレレーーシショョンン  

・・三三次次元元座座標標測測定定機機用用タタッッチチププロローーブブのの寸寸法法測測定定誤誤差差低低減減方方法法のの提提案案  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

倒倒立立 22 輪輪車車・・ee--nnuuvvoo  WWHHEEEELL（（ZZMMPP  IINNCC..））    

    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

 目目標標値値のの未未来来情情報報をを利利用用ししシシスステテムムのの応応答答改改善善をを図図るる予予見見制制御御とと，，外外乱乱ややパパララメメーータタ変変動動にに強強いい可可変変構構造造

制制御御のの一一種種ででああるるススラライイデディィンンググモモーードド制制御御のの特特徴徴をを併併せせ持持つつ制制御御系系構構成成法法。。全全系系をを一一括括でで設設計計すするる手手法法

とと，，基基本本ととななるる系系にに補補償償器器をを付付加加すするる手手法法ががああるる。。（（下下図図））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

ディジタル予見スライディングモード制御系構成法 

 

氏氏名名：：      佐佐藤藤匡匡／／SSAATTOO  TTaaddaasshhii  EE--mmaaiill：：  ttssaattoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  シシスステテムム制制御御情情報報学学会会，，信信号号処処理理学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会  

キキーーワワーードド：：  予予見見制制御御，，ススラライイデディィンンググモモーードド制制御御，，入入力力制制限限問問題題  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・予予見見制制御御系系のの設設計計法法  

・・倒倒立立２２輪輪車車制制御御  

・・倒倒立立振振子子制制御御  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

 目目的的：：熱熱電電対対ななどどでではは難難ししいい切切削削ややレレーーザザのの加加工工点点のの温温度度をを高高応応答答，，高高精精度度にに測測定定すするる。。  

 特特徴徴：：加加工工点点かからら放放出出さされれるる赤赤外外線線をを検検出出しし，，温温度度にに変変換換すするるたためめ非非接接触触でで温温度度場場をを乱乱ささずずにに温温度度測測定定がが可可

能能ででああるる。。  

 成成果果例例：：レレーーザザにによよるる塑塑性性加加工工法法ででああるるレレーーザザフフォォーーミミンンググ加加工工にに適適用用しし，，左左図図ののよよううなな温温度度モモニニタタリリンンググシシスス

テテムムをを構構築築ししてて，，変変形形メメカカニニズズムムのの解解明明とと加加工工量量のの制制御御パパララメメーータタととししててのの加加工工温温度度のの可可能能性性をを示示ししたた。。  

 社社会会ととのの関関わわりり：：加加工工温温度度のの観観点点かからら加加工工ププロロセセススをを検検証証しし，，加加工工技技術術やや工工具具のの開開発発にに貢貢献献すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

切削及びレーザ加工の加工温度モニタリング 

 

氏氏名名：：      千千徳徳英英介介／／SSEENNTTOOKKUU  EEiissuukkee  EE--mmaaiill：：  sseennttookkuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  精精密密工工学学会会，，砥砥粒粒加加工工学学会会，，レレーーザザ加加工工学学会会，，トトラライイボボロロジジーー学学会会  

キキーーワワーードド：：  温温度度計計測測，，切切削削抵抵抗抗，，工工具具摩摩耗耗，，レレーーザザフフォォーーミミンンググ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・切切削削加加工工、、レレーーザザ加加工工のの高高度度化化やや課課題題解解決決にに関関すするる技技術術相相談談、、共共同同研研究究をを行行いいまますす  

・・  

・・  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

深深度度カカメメララ((IInntteell  RReeaallSSeennssee  DDeepptthh  CCaammeerraa  DD441155))    

LLiiDDAARR((RRPPLLIIDDAARR  AA22MM88))    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

 自自動動車車のの自自動動運運転転ななどどにに不不可可欠欠なな周周辺辺環環境境測測定定ににはは、、カカメメララ、、距距離離セセンンササななどどをを適適切切にに配配置置しし、、そそれれららをを統統

合合すするる必必要要ががああるる。。  

 物物体体計計測測ややロロボボッットトのの自自己己位位置置同同定定技技術術にに向向けけ、、様様々々ななセセンンササをを用用いいたた手手法法をを検検討討  

  

ⅠⅠ．．複複数数ののカカメメララ画画像像をを用用いいたた物物体体寸寸法法計計測測手手法法のの研研究究  

 求求めめらられれるる測測定定精精度度とと測測定定対対象象のの大大ききささ、、カカメメララのの設設置置位位置置にによよっってて、、複複数数ののカカメメララ画画像像をを統統合合すするる必必要要性性がが

ああるる  

 カカメメララ、、レレンンズズのの設設定定とと、、設設置置方方法法、、そそれれららののデデーータタのの統統合合すするるアアルルゴゴリリズズムムをを検検討討中中  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ⅡⅡ．．不不整整地地ででののロロボボッットト自自己己位位置置同同定定手手法法のの研研究究  

 不不整整地地走走行行のの場場合合、、振振動動がが大大ききくく、、カカメメララ画画像像でではは自自己己位位置置同同定定がが困困難難  

 ロロボボッットトをを撮撮影影すするる別別ののカカメメララ画画像像やや、、各各種種セセンンササにによよるる手手法法をを検検討討中中  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

各種センサを用いた計測 

 

氏氏名名：：      西西  仁仁司司／／NNIISSHHII  HHiittoosshhii  EE--mmaaiill：：  nniisshhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，レレーーザザーー学学会会，，工工学学教教育育協協会会  

キキーーワワーードド：：  信信号号解解析析，，画画像像解解析析，，ももののづづくくりり  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・画画像像処処理理  

・・深深度度カカメメララ、、LLiiDDAARR  

・・組組込込みみシシスステテムム  

  

 

カカメメララ１１  

カカメメララ２２  

画画像像デデーータタ  

画画像像デデーータタ  

汎汎用用 PPCC  

ユユーーザザ  

測測定定値値  

撮撮影影範範囲囲１１  

撮撮影影範範囲囲２２  

測測定定対対象象  

画画像像１１  画画像像２２  

ソソフフトトウウェェアア上上でで複複数数画画像像をを統統合合  

 

深深度度カカメメララ 

LLiiDDAARR 

ママイイココンン 

自自己己位位置置推推定定 
GGPPSS 等等 

制制御御信信号号 

不不整整地地走走行行ロロボボッットト 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

HHoolloolleennss22（（㈱㈱MMiiccrroossoofftt））    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

複複合合現現実実（（MMiixxeedd  RReeaalliittyy））をを用用いいたた教教材材のの開開発発をを行行っってていいまますす．．例例ええばば，，工工作作機機械械のの扱扱いいにに関関ししてて複複合合現現実実空空間間

内内ののホホロロググララムム等等をを用用いいてて学学べべるるよよううににななれればば，，①①工工作作機機械械のの設設置置ココスストトがが不不要要，，②②オオンンデデママンンドド形形式式のの教教材材ににすす

るるここととでで時時間間的的制制約約がが無無くくななるる，，③③怪怪我我のの心心配配ががなないい，，等等のの利利点点ががあありりまますす．．機機械械をを専専攻攻すするる学学生生ににはは学学習習補補助助

ののツツーールルととししてて，，機機械械系系以以外外のの学学生生ににはは基基礎礎をを学学べべるる教教材材ととししてて実実装装すするるここととをを目目標標にに取取りり組組んんででいいまますす．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

          

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 

研研究究タタイイトトルル：：  

複合現実（MR）を用いた教材開発 

 

氏氏名名：：      林林田田  剛剛一一／／HHAAYYAASSHHIIDDAA  KKooiicchhii  EE--mmaaiill：：  hhaayyaasshhiiddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術職職員員  学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，日日本本繊繊維維機機械械学学会会  

キキーーワワーードド：：  複複合合現現実実，，機機械械設設計計，，仮仮撚撚加加工工，，シシーーケケンンスス制制御御，，空空圧圧機機器器  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・シシーーケケンンスス（（PPLLCC））制制御御をを用用いいたた簡簡易易的的なな装装置置製製作作  

・・複複合合現現実実のの基基礎礎  

・・流流体体計計測測（（熱熱線線））  

・・科科学学・・工工学学のの面面白白ささをを伝伝ええるる出出前前授授業業等等  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

 AAII 技技術術ででああるるデディィーーププララーーニニンンググをを使使っってて、、打打音音検検査査ををササポポーートトすするるシシスステテムムをを開開発発ししてていいるる。。打打音音検検査査ととはは

構構造造物物ををハハンンママーーでで叩叩くくこことと((打打音音))でで、、異異常常ががああるるかかどどううかかをを検検査査すするるここととででああるる。。構構造造物物がが老老朽朽化化ししてていいるるかか

どどううかかをを調調べべるるたためめににトトンンネネルルやや橋橋ななどど、、ささままざざままななととこころろでで打打音音検検査査がが行行わわれれてていいるる。。たただだ、、熟熟練練のの点点検検員員

にによよるる判判断断がが必必須須ででああっったたりり、、既既存存ののシシスステテムムはは大大掛掛かかりりでで高高額額ででああっったたりりすするるたためめ、、誰誰ももがが簡簡単単にに打打音音検検

査査ががででききるるシシスステテムムをを開開発発がが必必要要でであありり、、現現在在、、そそれれをを開開発発ししてていいるる。。ままたた、、そそれれををビビジジネネススににつつななげげ学学生生とととと

ももにに起起業業しし、、シシスステテムムのの運運用用をを進進めめてていいるる。。  

  

  

 ププロロググララミミンンググがが小小中中学学校校でで必必修修科科目目ととななりり、、情情報報教教育育のの導導入入がが低低年年齢齢かからら進進めめらられれるるここととととななっったた。。ささららにに

はは高高校校でではは情情報報とといいっったた科科目目ががでできき、、大大学学入入学学共共通通テテスストトにに導導入入さされれるるここととととななっったた。。本本研研究究室室ででははそそれれららにに

応応じじたた教教材材のの研研究究開開発発をを行行ななっってていいるる。。ままたた、、ププロロググララミミンンググ中中級級者者((高高専専生生 33 年年以以上上))がが興興味味をを持持っってて継継続続的的

ににププロロググララミミンンググ学学習習ががででききるるよよううにに、、ゲゲーームム開開発発をを応応用用ししたた教教材材作作りりをを行行ななっってていいるる。。ささららにに会会社社をを起起業業ししたた

ととししててソソフフトトウウェェアア開開発発ののシシミミュュレレーーシショョンン演演習習をを通通じじてて、、ソソフフトトウウェェアア工工学学をを学学習習すするる実実践践ををししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

無無響響室室でで打打音音録録音音のの様様子子                                          ゲゲーーミミフフィィケケーーシショョンンのの活活用用ししたた  

ププロロググララミミンンググ教教育育アアププリリ  

  

  

 他他にに、、AAII 技技術術のの応応用用ととししてて、、自自転転車車用用ののススママーートトドドラライイブブレレココーーダダーーをを開開発発中中ででああるる。。自自動動車車やや歩歩行行者者ををデディィ

ーーププララーーニニンンググのの技技術術をを使使っってて検検出出ししたたりり、、ススピピーードド抑抑制制機機能能をを搭搭載載ししたたりり、、開開発発をを進進めめてていいるる。。  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

AI 技術をビジネスに活用する研究 

 

氏氏名名：：      村村田田知知也也／／MMUURRAATTAA  TToommoonnaarrii  EE--mmaaiill：：  mmuurraattaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会，，ロロボボッットト学学会会，，教教育育シシスステテムム情情報報学学会会  

キキーーワワーードド：：  AAII，，デディィーーププララーーニニンンググ，，ププロロググララミミンンググ，，教教材材開開発発，，ゲゲーームム  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・AAII 活活用用  

・・ププロロググララミミンンググ教教育育  

・・ゲゲーームム開開発発  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 
 

研研究究内内容容：：    

  
高高専専やや大大学学ででのの工工学学教教育育にに活活用用すするるここととががででききるる放放射射線線検検出出器器おおよよびび検検出出器器かかららのの出出力力信信号号をを検検知知すするるたためめのの

電電子子回回路路にに関関すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。放放射射線線検検出出器器ににはは、、放放射射線線がが照照射射さされれるるとと発発光光すするるシシンンチチレレーータタやや光光検検

出出デデババイイススななどどががあありり、、計計測測すするるたためめにに様様々々なな回回路路ややママイイココンンななどどをを用用いいるる必必要要ががあありり、、高高専専ででののももののづづくくりり教教育育

をを推推進進すするるたためめにに、、実実験験装装置置のの試試作作かからら評評価価ままでで自自らら手手をを動動かかししななががらら研研究究をを進進めめてていいまますす。。  

 

光光
デデ
ババ
イイ
スス

アアンンププ
A/D変変換換
カカウウンンタタ

PC
放放射射線線

放放射射性性物物質質
シシンンチチレレーータタ

光光

電電子子回回路路＋＋アアププリリケケーーシショョンン

シシンンチチレレーータタのの研研究究

• 一軸加圧形成とマイクロ波焼結に
よるセラミックシンチレータの研究

• 蛍光材料に関する研究

光光デデババイイスス材材料料のの研研究究

• ミストCVD法による酸化ガリウム薄
膜成長（深紫外センサ）

• Si基板上の鉄シリサイド薄膜成長

教教育育用用放放射射線線検検出出用用
電電子子回回路路にに関関すするる研研究究

• GM管を用いた簡単な放射線検
出回路

• PINフォトダイオードを用いた放

射線検出回路
• 波形整形回路とカウンタ回路
• CsI(Tl)シンチレータとMPPCを用
いた放射線検出回路

• PHA（Pulse Hight Analysis）回路

実実験験装装置置のの自自作作（（卒卒業業研研究究））
• 家庭用電子レンジを利用したマイクロ波加熱装置
• ミストCVD装置 ・ DCスパッタ蒸着装置

 

反応炉 

希釈ガス 

キャリアガス 

 

ミスト 

反応溶液 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ゲゲルルママニニウウムム半半導導体体検検出出器器  SSEEIIKKOO  EEGG&&GG，，MMOOBBIIUUSS--BB  GGEEMM4400  MMCCAA--77aa  

ＮＮａａＩＩ（（ＴＴｌｌ））シシンンチチレレーーシショョンンススペペククトトロロメメーータタ  FFUUII  JJaappaann，，33 イインンチチ NNaaII((TTll））ププロローーブブ PPRROO--33000011  MMCCAA--1133000011  

レレーーザザーー加加工工機機  トトロロテテッックク，，SSppeeeeddyy  110000  （（6600WW  CCOO22++3300WW  FFiibbeerr））  

基基板板加加工工機機  ミミッッツツ，，AAuuttoo  LLaabb  WW  

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

放射線計測に関する研究 

 

氏氏名名：：      米米田田知知晃晃／／YYOONNEEDDAA  TToommooaakkii  EE--mmaaiill：：  yyoonneeddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会，，米米国国物物理理学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会  

キキーーワワーードド：：  イイオオンンビビーームム，，放放射射線線，，セセンンササ，，回回路路設設計計  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・放放射射線線計計測測  

・・イイオオンンビビーームムとと固固体体のの相相互互作作用用  

・・ママイイココンンをを用用いいたたセセンンササ計計測測  
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